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差　　額
(決算－予算)

収入
運営費交付金 10,706  11,299  593  （注１）
施設整備費補助金 660  588  △ 72  （注２）
船舶建造費補助金 0  0  0  
施設整備資金貸付金償還時補助金 0  0  0  
補助金等収入 485  511  26  （注３）
国立大学財務・経営センター施設費交付金 53  53  0  
自己収入 18,864  19,190  326  
　 授業料、入学料及び検定料収入 3,546  3,397  △ 149  （注４）
　 附属病院収入 15,089  15,363  274  （注５）
　 財産処分収入 0  0  0  
　 雑収入 229  430  201  （注６）
産学連携等研究収入及び寄附金収入等 1,250  1,269  19  （注７）
引当金取崩 0  0  0  
長期借入金 0  0  0  
貸付回収金 0  0  0  
承継剰余金 0  0  0  
旧法人承継積立金 0  0  0  
目的積立金取崩 0  0  0  

　　　　　　　　　　計 32,018  32,910  892  

支出
業務費 28,357  28,466  109  

13,731  13,205  △ 526  （注８）
14,626  15,261  635  （注９）

施設整備費 713  641  △ 72  （注１０）
船舶建造費 0  0  0  
補助金等 485  495  10  （注１１）
産学連携等研究経費及び寄附金事業費等 1,250  1,126  △ 124  （注１２）
貸付金 0  0  0  
長期借入金償還金 1,213  1,210  △ 3  （注１３）
国立大学財務・経営センター施設費納付金 0  0  0  

　　　　　　　　　　計 32,018  31,938  △ 80  

0  972  972  

(注) 記載金額については、百万円未満を四捨五入して表示しております。
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補助金等収入については、補助金の獲得に努めたことにより、予算金額に比して決算金額が２６百万円多額と
なっております。
授業料、入学料及び検定料収入については、在籍者数が予算積算時を下回ったことにより、予算金額に比して
決算金額が１４９百万円少額となっております。
附属病院収入については、病床配分の見直し及び手術件数の増等により、予算金額に比して決算金額が２７４
百万円多額となっております。

産学連携等研究収入及び寄附金収入等については、外部資金の獲得に努めたことにより、予算金額に比して
決算金額が１９百万円多額となっております。

雑収入については、講習料収入、保育料収入の増及び科学研究費補助金間接経費の獲得等により、予算金
額に比して決算金額が２０１百万円多額となっております。

長期借入金償還金については、利率が予定より下回ったことにより、予算金額に比して決算金額が３百万円少
額となっております。

　 教育研究経費
　 診療経費

収入－支出

施設整備費補助金については、本部棟耐震改修繰越額繰越額、工事契約締結による契約額減少により、予算
金額に比して決算金額が７２百万円少額となっております。

運営費交付金については、業務達成基準を適用した事業等、退職手当等に係る前年度からの繰越額が措置さ
れたことにより、予算金額に比して決算金額が５９３百万円多額となっております。

○予算と決算の差異について

平成２６年度　　決　算　報　告　書

国立大学法人　島　根　大　学

(単位：百万円)

区　　　　　　　　分 予　算　額 決　算　額 備　　　　考

教育研究経費については、学生食堂改修等中長期修繕計画事業等の事業が複数年に跨ったこと等により、予
算金額に比して決算金額が５２６百万円少額となっております。
診療経費については、（注５）に示した理由により病院収入が増収したことによる医薬品、診療用消耗品等の費
用が増加したことにより、予算金額に比して決算金額が６３５百万円多額となっております。
施設整備費については、（注２）に示した理由により、予算金額に比して決算金額が７２百万円少額となっており
ます。
補助金等については、（注３）に示した理由により、予算金額に比して決算金額が１０百万円多額となっておりま
す。
産学連携等研究費及び寄附金事業費等については、翌年度への繰り延べ額により、予算金額に比して決算金
額が１２４百万円少額となっております。


